
公園ボランティア実態調査2021 - 全国自治体編 -
一般社団法人みんなの公園愛護会では、公園愛護会、公園アダプト制度ほか、様々な制度で行われている市民の公園ボラン

ティアに関して、全国の自治体を対象に、ボランティア制度の有無や支援の内容・課題などを調査しました。

調査の趣旨

公園愛護会はじめ各自治体で行われている市民の公園ボランティアに関する実態と現状を多角的に把握し、高齢化および担

い手不足が課題とされる公園愛護会など住民による地域の公園への積極的な関わりをサポートするための参考にする。

調査方法

期間：2021年6月～8月

方法：インターネットフォームおよびメール

対象：公園を有する全国47都道府県内の1,346市区町村　

公園管理に関する部署の担当者

調査結果

回答数

回答数：761件（756市区町村+4県+1広域市町村圏事務組合）

回答率：56.2%

制度の有無

公園ボランティア制度はありますか？

公園の清掃や花育てに関するボランティア制度に

ついて、回答のあった761のうち264自治体（
34.7%）に、地域住民による公園ボランティアの制
度があることがわかった。

中には活動場所を公園に限らず、その他のパブ

リックスペースも含めて広く活動サポートするもの

があったり、制度がある自治体のうち20.5％は、目
的によって2つ以上の制度を併用していることがわ
かった。

また、公園ボランティアは、特定の地域のみに存在

するものではなく、北海道から九州まで広く地域に

根付いていることもわかった。
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支援のタイプ

制度に基づく支援策がある場合、支援内容を教え

てください

公園ボランティア団体へ自治体からどのような支援

を行っているのか？その内容については、お金で

支援するケースと、物品で支援するケースがそれ

ぞれ約40%ずつ、お金と物品の両方で支援するパ
ターンも15%あった。

その他、ボランティアポイントシールや商品券など

の地域で使えるものでの支援や、ボランティア保険

への加入のみ、情報提供のみ、といったケースも

あった。

それぞれの自治体ごとに、様々な方法で公園ボラ

ンティアの支援が行われている。

制度の名称

制度の名称を教えてください

公園愛護という言葉が入った名前が最も多かった

が、ボランティア、美化、アダプトプログラム、里親

制度、サポーターなど、各自治体ごとに地名や目

的など、地域に合ったユニークな名前がつけられ

ている。

活動する団体数と公園数

活動されている団体数と活動のある公園数を教え

てください

今回の調査では、様々な制度の下で、24,317の団
体が、27,441の公園でボランティア活動を行って
いることがわかった。

制度の開始時期

制度が始まったのはいつですか？

今回最も多かったのは、2000年代にスタートした
制度で、全体の40.1%であった。

最も早くは、1960年代から制度を開始運用してい
る自治体が5市あった。

2020年以降に新しく制度が作られ開始した自治体
も10市町あり、制度の新設や見直しも随時行われ
ていることがわかった。
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支援金がある場合の算出方法

支援金がある場合の、算出方法を教えてください

お金の支援は、報奨金、助成金、交付金、活動費

などそれぞれ自治体ごとに呼び名やルールが異な

る場合が多いものの、大きくタイプ分けをすると、

面積に応じて設定されるケースと、基本料金に面

積や活動内容で加算がつくケースがそれぞれ

33.3%で最も多かった。

加算のポイントについては、除草の回数や、トイレ

清掃の有無など、内容ごとに細かく規定がある場

合や、活動人数に応じた加算がある自治体もあっ

た。

一律で同じ金額を支給する自治体や、活動にかかった実費を支給する自治体などもあった。

サポート内容

行政が支援金以外で、公園での市民ボランティアに

対し行っているサポート内容として該当するものをす

べて教えてください（複数選択可）

最も多かったのは、ゴミの回収（84.2%）、次に、ゴミ
袋の提供（78.0%）、保険の加入（53.7%）、道具の貸
出、花苗の提供（ともに47.9%）と続いた。

また、交流会（9.7%）や、活動紹介情報誌の発行（
7.3%）、イベント企画支援（5.8%）など、清掃や花育
て活動以外の、楽しみづくりの支援についても一定

数あることがわかる。

公園ボランティアがもたらしている価値
や効果

公園愛護会等がもたらしている価値や効果は、どの

ようなことがありますか？もしも、なくなってしまった

ら、どのような損失がありますか？（複数回答可）

街区公園の維持管理のコスト削減（76.9%）と地域住
民による公園利用の活性化（76.1%）が最も多かっ
た。

その後、高齢者の健康維持やご近所見守り効果（

54.6%）、地域における多世代交流（44.6%）、周辺
地域の防犯（40.2%）と続いた。

公園ボランティア活動は、公園の維持管理コスト削減

と同時に、公園を中心とした地域活動や住民交流に

も有効であると各自治体が認識していることがわかる。
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課題

公園ボランティアが現状抱える課題は何ですか？

（複数選択可）

担い手の高齢化による活動量の減少（73.8%）が最
も多く、エリアを問わず共通の課題として1位になっ
た。

次いで、新規結成が少ない（47.9%）、新たな担い手
の発掘に苦戦（46.4%）、既存団体に新しいメンバー
が加入しない（44.1%）、人数不足で活動に支障があ
る（40.7%）、担い手の高齢化による活動の質の低下
（40.3%）、解散等による団体数の減少（39.5%）、一
般市民に対して活動の認知度が低い（36.9%）と続
いた。

その他、新規加入者は一定数いるが、団体内でリー

ダーシップを取れる人が少ないため、特定の個人に

負担がかかっているという声もあった。

その中で最も大きな課題は何ですか？

ここでも、全体の43.3%が担い手の高齢化による活動量の減少を上げダントツの1位。そして新規結成が少ない（9.2%）、解散
等による団体数の減少（7.9%）と続いた。

既存の団体の高齢化による活動の先細りと、それに代わる新たな担い手の確保の難しさの両面があることがわかる。

自治体として力を入れていること

自治体として力を入れていること、工夫していること

は何ですか？（複数選択可）

現状維持、特にない（40.8%）が最も多かったが、市
民にもっと公園ボランティアを知ってもらうための広

報活動（33.8%）、新規結成に向けた呼びかけ（
28.5%）、各団体への支援内容の充実（15.8%）が上
位に入った。

ボランティアの入口としての講座を行っているという

自治体や、ホームページで各団体の紹介ページを作

成して公開しているといった声もあった。

その中で最も力を入れていることは何ですか？

ここでも現状維持、特にない（30.1%）が最も多く、市民にもっと公園ボランティアを知ってもらうための広報活動（26.2%）、新
規結成に向けた呼びかけ（18.9%）と続いた。

自治体としても、様々な方法で、新しい担い手の掘り起こしに注力していることがわかる。

公園ボランティア実態調査2021全国自治体編 　4 一般社団法人みんなの公園愛護会



最近の団体数の推移

最近1年間と3年間で新規結成された団体の数と解
散・登録解除になった団体の数を教えてください（公

園数を基準）

【新規結成】最近1年間（2020/4-2021/3）で新規結成
されたのは、596団体。3年間（2018/4-2021/3）で
は、1526団体であった。

【解散】一方最近1年間（2020/4-2021/3）で解散・登
録解除になったのは、476団体。3年間（
2018/4-2021/3）では、1006団体であった。

全体の傾向としては、1年間、3年間の両期間ともに
新規結成数の方が、解散・登録解除数よりも上回る

結果となった。

【新規結成と解散数のバランス】

自治体ごとに見ていくと、解散より新規結成数の方が

多い自治体が50-60%だが、結成より解散数が上回
り活動団体数が減っている自治体も30-36%あること
がわかった。

新規結成数の方が多い自治体の中には、開発公園

の増加に伴い、ボランティア団体の新規結成も増え

ているという実態があることも個別ヒアリングを通して見えた。

担当する職員数

公園ボランティア活動に関して担当している行政の職

員は全部で何名ですか？

回答のあった自治体のうち、全体の約50%が1−2人
で担当していることがわかった。

関わる人数が多い自治体では、主担当に加えて補助

担当を複数名設けているケースや、政令指定都市な

どの大都市で、市役所本庁職員の他、各区ごとに担

当者がいるケースなどもあった。

その他、特に担当者は設けず部署全体で対応してい

るという自治体もあった。

担当として力を入れていること

担当として力を入れていることは、どのような支援で

すか？（複数選択可）

個別相談への丁寧な対応（55.4%）が最も多く、でき
る限り多くの団体への対応（23.5%）、新規結成に向
けた呼びかけ（21.2%）、事務仕事の簡素化（20.8%
）と続いた。

現状維持、特になし（25.4%）という回答も一定数あっ
た。
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担当としての課題

担当としての課題や困っていることはどのようなこと

ですか？（複数選択可）

高齢化や担い手不足にどうサポートしていいか分か

らない（42.0%）が最も多く、多くの担当者が頭を悩ま
せていることがわかる。

次に、わがままな相談への対応（37.0%）、担当公園
数が多過ぎる（30.0%）、予算不足（26.8%）、対応す
る業務範囲が広すぎる（21.0%）と続いた。

書類業務が煩雑（IT化できれば助かる）という回答も
17.9%で、困っていることは特にない担当者も14.0%
いた。

やりがい

やりがいや喜びは何ですか？担当としてうれしかっ

たエピソードを教えてください

担い手が生き生きと楽しく活動している様子や報告

を見て、また団体からの要望や相談への対応に感

謝されたことなど、担い手との直接的なコミュニケー

ションがやりがいになっている回答が多かった。

その他にも、公園利用者からの声や、公園の景観

が良くなったこと、新たな担い手が増えた時など、

様々な声があった。

一部を紹介：

● 公園愛護会からの活動報告の際、愛護会の方から活動に関する喜びのコメントを頂けた時

● 愛護活動が生きがいだと話をされた時に担当をやっていて良かったと思った

● ボランティアさんがお話してくださる公園の利用状況や活動状況は私自身の勉強にもなり、

　　　今後も活動支援をしっかりしていきたいと感じさせられます

● 活動に伺った際、皆さんが生き生きと活動されている姿に元気をもらい、公園が地域の皆さん

　　　をつなぐ拠点となっていることに喜びを感じました

● 報告書の写真で幅広い年齢層が交流しているところを見ると、地域の防災、防犯にもつながる

　　　のではないかと思う

● 公園管理団体と連携しながら維持管理を行い，公園利用者から感謝されたとき

● 解散せずに継続するできるよう相談に乗り、感謝されたこと

● 公園内が清掃されていたり、花がきれいに植えられている姿をみると、感謝とともに、担当者

　　　としてのやりがいを感じる

● 公園を地元の憩いの場や世代間の交流の場として活用してもらえているとき、喜びを感じる

● 近所の公園であっても、公園そのものの見る目が変わったこと
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新型コロナの影響

新型コロナウイルス感染症 (COVID-19)によりど
のような影響がありましたか？（複数選択）

公園ボランティアの活動が縮小・数が減少した（

59.0%）という自治体が多い結果となった。

大きな公園（46.2%）、小さな公園（31.5%）ともに
利用者が増えた自治体が多かった。

コロナ禍において外出の制限がかかる中、より一

層市民が市内の公園を利用するようになり、喜ば

しいことであると同時に維持管理の負担が増え

た、公園の在り方が変わってきている、という声も

あった。

一方で、野球場などの施設利用者が減った、県外

からの公園利用が減った、調査していないのでわからないという自治体もあった。

公園ボランティア制度がない自治体

愛護会やそれに類する制度がない場合、小規模な

公園の維持管理をどのように推進していますか？

（複数選択可）

市区町村など自治体で直接管理（83.7%）が最も多
かった。

次に多かったのは、自治会・町内会で管理（68.0%）
で、ここでも地域住民の活躍が見られることがわ

かった。

シルバー人材センターで管理（42.3%）や、これら複
数の組み合わせもあった。また、制度がなくてもボラ

ンティア団体の活動があるという自治体も78市町あ
ることがわかった。
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調査を終えて

今回、公園ボランティアに関して初めての全国調査を実施しました。昨年の神奈川県での調査から、さらに広く現状を知ること

ができたと思います。これまでの取り組みに加えて、今回の調査で見えてきたこともありました。

制度の有無と都市人口の関係について

傾向として、人口規模が一定以上の自治体には公園ボランティア制

度がある場合が多く、人口規模の小さな自治体には制度がないと

いうケースが多いことが見えてきました。

例えば、回答のあった人口15万人以上の市区町村では84.3%に公
園ボランティア制度があり、15万人以下で制度がある自治体は
25.2%でした。

同時に、公園ボランティア制度がない市区町村でも、自治会や町内

会が地域の公園の維持管理に関わっているという市区町村はかな

り多いこともわかりました。

地域の特性や実情に合った制度設計や運用が行われている現状

で、制度の有無に関わらず、地域の公園が地域の人の手で守られ

ていることがわかる結果となりました。

メンバーの固定化とコミュニケーション不足

共通の課題である「高齢化」と「担い手不足」の奥には、「メンバーの

固定化」と「コミュニケーション不足」が隠れているのではないかとい

う考えに至りました。

いつも同じ決まった人たちだけが、ただただ静かにやっているだけだと、孤独感が募り寂しいものです。公園利用者や地域の

人からの「ありがとう」の一言が、活動の大きなエネルギーになることが、これまでに集めた多くの担い手からの声で伝わってき

ています。

「ありがとう」の循環が起こるような、そんな仕組みができれば、より元気に、より充実した気持ちで、みんなが活動できるので

はないかと思います。

公園ボランティアがもたらす価値

また、公園ボランティアがもたらす価値については、街区公園の維持管理のコスト削減だけに止まらない、地域住民による公

園を中心とした地域コミュニティの可能性も強く感じられます。

公園清掃や花育ての活動は、地域の人々が定期的に集い交流を深めるきっかけとして機能しているほか、公園が日常的に地

域の人々の手で守られていることで、より多くの利用者が安心して公園を利用することができ、地域全体の暮らしやすさ向上に

繋がっているのではないかとも考えられます。

調査に際し、回答くださった自治体担当の皆さま、ご協力くださった道県庁ご担当の皆さま、どうもありがとうございました。

2021/10　一般社団法人みんなの公園愛護会
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